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 今回、ニュースレターが１００号を迎え、この機会にこれまでの歩みを振り返って 

みたいと思います。 

 地域福祉を考える会は、平成４年に七沢リハビリテーション病院の医師や東海大学の教授、福祉施

設の関係者やボランティアが集まって、主に障がい者・高齢者の福祉問題に関する情報交換や勉強を

する会として発足しました。設立当時は、子どもや介護の問題を取り上げ、シンポジウムや問題提起

を行ってきました。平成１３年には、友愛電話を開始し、現在も、社会福祉協議会の協力を 

いただき、毎週、元気確認の電話をしています。 

 平成１６年に、当時、東海大学健康科学部教授だった川廷宗之氏を初代理事長に「特定非営利活動

法人（NPO）」となりました。NPOとなったことを契機に、翌平成１７年には「子育てひろば”きらき

ら”活動」、平成１８年には「成年後見受託事業」と「児童コミュニティクラブ事業」をスタートさ

せました。 

 近年は、「いせはらみらいクルリン子ども食堂」や「学習サポートみらい・つなぐ」、さらには自炊

のできる子どもを目指す「子ども食堂天(sora)キッチン」など、子ども向けの事業を充実させてきま

した。 

 今後は、伊勢原市の協力をいただきながら「けんこう☞つなぐ☜うたごえ事業」などの高齢者向け

事業の充実を図り、十分な新型コロナウィルス感染対策を実施しつつ、これまで以上に多くの市民の

皆さんのお役に立つ事業を展開していきたいと考えています。 

 ニュースレターも、当初は会員間の情報伝達の色合いの強いものでしたが、今は公共施設に配架し

ていただくなどしながら、一般の方々に私たちの活動を知っていただこうという紙面になっていま

す。もし、内容をご覧になって、一緒に活動したい、あるいは支援したいという方は、事務所にご連

絡ください。なお、これまでに、ご支援、ご協力いただいている皆様には、この場をお借りして御礼

申し上げます。 

 

 

日 時：令和3年5月29日（土）午後2時～ 

場 所：シティプラザ1階ふれあいホール 

議 題：１．令和2年度事業報告、決算報告、監査報告 

       ２．令和3年度事業計画、収支計画（案） 

       ３．その他 
※（新型コロナ感染状況によっては文書表決によることもありますのでご承知ください） 

理事長 端山 清 

第 17回 地域福祉を考える会総会 

 

ニュースレター１００号を迎えて 



◆学習サポーター卒業生◆ 

市立島田市民病院 研修医 小林 誠之 

 学習サポートみらい・つなぐに参加して四年たち、卒業生を見送っていた私もこの春卒業

となり見送られる立場になりました。 

私の二度目の大学生活は、学習サポートへの参加により大変充実したものとなりました。活

動に参加した動機は、経済的な理由で進学や勉学を諦めざるを得ない子供たちを、苦しくて

も勉学に打込む自分の姿をもって応援したいと考えたからでした。 

 私は、私立医学部学費の９割以上を奨学金で賄っており、生活費が足りず経済的にとても

苦しい日々を送っていました。2日に1個のおにぎりで凌いでいたのも今となっては良い思

い出です。 

 活動開始当初は、教科書や問題集、計算用紙などもなく学習支援の進め方を試行錯誤して

いましたが、東海大学自己研鑽奨学金や同大学教授 今井裕先生のご協力で備品を購入し、

そんな状況を改善することができました。 

 私の学生生活のこうした活動は大学からも評価頂き、卒業時に総長賞を受賞しました。『地

域福祉を考える会』の皆様、勉強を頑張った生徒さん、皆様と頂いた総長賞がとても嬉しか

ったです。 

 私は今春から医師として働き始めます。やりたいと思ったことを諦めず日々努力したこと

で、目標に到達することができました。これから学習サポートに来る学生さん、やりたいと

思ったら、目標を諦めずトコトンやり抜いてみてください。苦しい時はスタッフ一同寄添い

ながらサポートしてくれますよ。 

この春、学習サポートみらい・つなぐでは中学3年生が卒業されましたが、他にも卒業された方がい

らしゃいます。それは私たちスタッフと一緒に日々児童・生徒たちをサポートしてくれた学生サポー

ター（支援員）です。大学、大学院で医学、教育、福祉、心理などを学んでいる学生さんで、子ども

たちに学習支援や進路相談のアドバイスをしてくれました。 

その中で、3人は中学校の先生になりました。いつもわかりやすく学習について教えたり、お子さん

の悩みに耳を傾けてくれたりと『優しいお姉さん』『逞しいお兄さん』的な存在でした。この春、皆様

が残してくれた様々なことは、未来ある児童・生徒のサポートへ引き続き活かしていきたいと思いま

す。 
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学習サポートみらい・つなぐ   

もうひとつの旅立ち 

 
4月から中学校の先生 

２０２１．３．２２お別れ会★楽しく温かい時間が過ごせました 石川T恒例の工作 

 



令和 3年 5月 5日発行  第 100号                          地域福祉を考える会(3) 

 

 

 

 

   

                                      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

 

   小さなお子さんをお持ちの方、これからママになる方、お気軽にお立ち寄りください 

◆活動場所 ：シティプラザ１階   

ふれあいホール 

◆時 間 ：午前１０時～１２時 

◆参 加 費 ：一組１００円 予約は不要 

・出入り自由です。どなたでも参加できます。 

 

◆ 開催日 （6月～7月）◆ 

 火 火 火 火 

6月 1 👋 8 15☆ 22 

7月 6 👋 13 20☆ 27 

 

4月からも通常通り開催をいたします。新型コロナウイルス感染症予防対策をとりながら、みな

さまをお迎えしています。いろいろとご不便をおかけしますが、ご協力よろしくお願いします。 

👋月初めの日は手形づくりの日 〇ヨガ体操 ☆お話

会 

3月活動報告 

毎月第1週☆手形遊び 

第2週☆ヨガ体操 

（山戸浩子さん）長年にわたりヨガ体操を指導していただき

ありがとうございました。 

季節の行事 

4月活動報告 
第2週☆ 

山戸浩子さんからバトンタッチをし、4 月から笠原圭祐さんに指導お願い

しました。 

ママの身体には、さまざまな不調が出やすいもの。特に、毎日抱っこする

産後から乳幼児期は背中や肩、首などに負担がかかり、身体がガチガチに... 

・・抱っこによる身体のこりをほぐす簡単ストレッチを・・ 

 

第3週☆お話会 
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令和２年度はコロナ禍ではありましたが無事に終える事ができました。 

令和３年度は伊勢原第1・第2、比々多第１・第２の４児コミ合計で２０８名（１年生合計６１名） 

を迎えてのスタートになりました。感染症対策に気を配り、１年生には児コミのルールを覚えても 

らい上級生たちと楽しく安全に過ごせるように配慮し子ども達の健やかな成長を保護者の皆様方、 

学校の先生方、保育園の先生方、地域の皆様にご協力いただきながら支援員共々見守っていきたい 

と思います。 

４児コミ代表 安武 敬子 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

  

 

 

児童コミュニティクラブだより 
 

今年は桜の開花が早かったので満開の桜を背景にして…とはいきませんでしたが、各児コミ
では新入生歓迎会をしました。上級生から手作りのメダルをかけてもらったり、自己紹介を
したりとちょっぴり緊張した時間をすごしました。 

 
ようこそ 

児コミへ 

花びら舞う中でパチリ 

今年も綺麗に咲いてくれた桜の前で撮りました❣ 

１年生です。よろしくお願いします。 

仲良くしましょうね。 一緒に遊ぼうね❕ 自己紹介緊張しました。 



令和 3年 5月 5日発行  第 100号                         地域福祉を考える会(5) 

 
       

 

          

 

          

 

 

 

◆これからの児コミの行事◆ 

＊子どもの日の工作 

＊避難訓練（地震を想定しての訓練） 

＊公園清掃 

 

児コミでの子ども達の遊びの様子です。支援員と一緒に卓球、 
お友達と『おままごと』『野球ゲーム』等で仲良くしています。 

誕生会の様子です。プレゼントは何かな？ 

★机上パーテーションを新調しました★ 

大学の卒業式後にコミに挨拶にきてくれ
ました。おめでとう！ 
遊んでくれてありがとうございました。 
とても楽しかったよ 
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成年後見部会 

コロナウイルス騒動の中での成年後見活動について（その３）              

 
 コロナ禍も変異株により混沌としてきており神奈川県でも緊急事態宣言が発出され

そうな感染状況です。（原稿投稿時点） 

そのような状況下で成年後見部会の活動にも大きな影響を及ぼす事態が発生しまし

た。被後見人が複数名所属する某施設内でコロナウイルスのクラスター（集団感染）が

発生しました。県内では今まで横浜や川崎など人口の多い地域での感染が多かったので

すが、県央・県西地区でも感染者が増えてきました。クラスターが発生した施設では利

用者だけではなく職員も感染しており、他の施設から応援を得て業務を継続していると

の事。福祉の仕事は医療と同じく対人支援であり、リモートワークで解決できる事は少

なく、コロナに限らず感染症が発生すると事業の継続が難しくなります。近頃企業で言

われているBCP(Business continuity plan・事業継続計画)が福祉の分野でも必須の

様相です。 

身上保護を重視している当法人の成年後見活動にも大きな影響が出ています。当法人

では児童や高齢者、障がい者など様々な感染リスクの高い方々との接点が多く、万が一

後見担当者が感染した場合、成年後見部会だけではなく児童コミュニティクラブなどの

他の部門にも影響を及ぼすため、細心の注意が必要です。 

4 月の施設への定期訪問は中止とし必要な金銭は現金書留やインターネットバンキ

ングで対応し、成年後見部会定例会はリモート会議(Zoomミーティング)で実施しまし

た。今の所後見担当者に感染者は出ていませんが、今後も感染予防対策に細心の注意を

払い、コロナ禍の中でのより良い成年後見活動を目指します。 

成年後見部会長 勝田 俊一 

◆成年後見についての 

無料相談を行っています◆ 

ご希望の方はお気軽にお電話ください。 

■電話：０４６３－２０－９１７０ 

■時間：９：30～１６：３０  

■Eメール：office@tiikifukusi.com 

担当：勝田・吉田（成年後見担当） 

◆後見部会からのお誘い◆ 

 

私たちと一緒に法人後見人として活動しません

か。ご希望の方はご連絡をお待ちしています。 

■電話：０４６３－２０－９１７０(代表勝田) 

■FAX：０４６３－２０－９１３７ 
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 昨年まで９年間サポセンでお世話になりました名桐です。現在は市の臨時職員という立場から

離れ、より身近に活動団体を「サポート」できるようにとアイサポを立ち上げて活動しています。 

 貴会・地域福祉を考える会とはＮＰＯ法人化の前くらいから不思議なご縁と関係性が続いてい

ます。現理事長の端山さんとは４０年前に「広報いせはら」のデザイナーと広報課の職員として知

り合い、２０年近く前に端山さんが「市民活動推進課」の職員当時に「市民活動はこれからの市民

生活にとってなくてはならないもの」として、一緒に「いせはら市民活動センター」というＮＰＯを貴

会とほぼ同時期に立ち上げました。その時に理事長をお願いしたのが故宮森前理事長でした。 

 そのころ「（酒）飲み仲間だから引き受けたけど、市民活動などという訳の分からないものに自分

を巻き込んだ」と不満そうに言っていた宮森氏が、貴会の理事長に就任されたときには驚きまし

た。さぞやおいしいお酒で釣ったのでしょうね。 

 まるで市民活動がライフワークのようになってしまった私ですが、宮森さんの急逝のあと、「道半

ば」の思いに押し潰されそうになりました。宮森さんの本懐は別の道だったのでしょうが、道は半

ばだったと思います。 

 あれから一年、自分はどれだけ歩を進めることができたのか、やるべきことはまだまだあるのに

‥‥などと言っていると、「焦らずゆっくりやる方がいいのよ」と貴会の事務局長にやんわり叱られ

そうです。今後も付かず離れずの距離感で、一緒に歩きたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

あれから２０年、そして１年 

いせはら市民活動サポーターズ（アイサポ）代表 名桐 一男 

けんこう👉つなぐ👈うたごえ 

今年度から市、介護高齢課との共催事

業になりました。 

●開催： 6/19(土)、7/3(土) 

     ※中止の場合あり 

●場所：シティプラザ1階ふれあいホール   

●指導：古川 恵子さん 

●時間：10:30～12:00   

●参加費：300円 

（お茶・飴の用意してあります） 

 

 

 

 

 

 
 

★参加自由★ 

 

 

 

 

 

 

 

こちらから電話をおかけします。 

料金はかかりません。 

 

新型コロナウイルス感染防止で外出を控

えている高齢者・障がい者のみなさまへ 

（社福）伊勢原市社会福祉協議会 

0463-94-9600 

友愛電話サービス週 1回     

おしゃべりしませんか。 

申込み 

月曜日 午前 （10：00～12：00） 

月曜日 午後 （13：00～15：00） 

木曜日 午後 （13：30～15：30） 

 

電話日 

「友愛電話申込み」とお伝えください。 

寄稿 

パパパパ・タタタタ、 

カカカカ・・ 

～パタカラ体操を～ 

 



 

 R3年1月 25日 ～ R3年3月31日 

米倉力 40,000円  匿名 17,000円  天 sora 8,092円  山本逸子 5,000円 

笹原勉 10,000円   匿名 13,000円  大畑正子 3,000円  上枝きよ 5,000円 

飯田隆三 10,000円  島津淳 7,000円    佐伯妙有 10,000円  O・K 5,000円 

花だいこん 3,000円  佐藤勝守 10,000円    護守庸子 3,000円 

N・N  10,000円  佐野た香  3,000円  山戸浩子 5,000円 

大山ホーム  10,000円  一心 栗谷伸一 19,701円   匿名（8件）24,750円 

    合計 221,543円    令和２年度累計 1,429,656円 

R3年4月 1日 ～ R3年4月14日 

野﨑千枝子 5,000円  N・K 10,000円  I・S 60,000円  匿名（4件）1,400円 

                         合計 76,400円 
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～みなさまの善意とご支援に支えられ～ 

4月からこども食堂は月2回開催する予定です。

マスクの着用や消毒の徹底などの対策や、お互い

の席を離したり室内の風通しをよくしたり注意を

しております。。 

「子ども食堂」はこどもと地域をつなぐ支援の大

切な拠点となるようにこれからも願っています。。 

ご寄附者名簿（敬称略） 

 
 

テーエスガス（株）（伊勢原）、ユーコープ（飯山）、笹原勉、安藤雅代（板戸）、奥島加奈（桜台）、

木内めぐみ（沼目）、鳥海孝雄、熊沢文雄（上平間）、田中敦（西富岡）、 

JA湘南青年部（田中）、園田満子（石田）、（株）三光工業（鈴川）匿名（5件） 
 

◆ 2月～4月のご提供者様（敬称略）◆ 
 

寄贈 ★JA湘南青年部様 (精米30㎏) 

   ☆奥島加奈様 

中学3年生卒業おめでとう(2㎏12袋) 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

コロナウイルス感染拡大防止の 

ため,申し込み制にいたします。 

1回   5:30 ～ 6:00→15名 

2回   6:10 ～ 6:40→15名 

3回   6:50 ～ 7:20→15名 

参加する方は必ず申し込み 

してください。 

☎ 0463-95-6665 

//氏名、住所、電話をお願い// 

 

時間：午後５時半～７時半 

場所：だいろくコミュニティ―広場  

来るりん（プラザアサヒ１階 奥）  

★ 申込制です。★ 

 

◆4月11日献立◆ 

ハンバーグ、スープ 

こども食堂☆開催予定日 

5月12、26日(水) 

6月 9、23日(水) 

7月 7、28日(水) 

8月 18日(水) 

 
 

日時：6月１3日(日)、7月１1日(日) 

    11～13時頃 

場所 ：創作料理「天 sora」 

臨時市営駐車場前 

定員：12名（小4年～高校生まで） 

持ち物：エプロン、バンダナ 

申込制： 電話９５－６６６５ 

 

★子ども食堂 天(sora)キッチン★ 


